
 

園生活では、食事、睡眠、プール水遊び、散歩など日常の活動の中で重大な事故が発生する

可能性が多くあり、各園、それぞれ事故防止、事故対応のマニュアルが作成されています。 

目の前で事故が起こった時に、研修で習った事やいつもなら出来ていた事が、とっさには確

実にできない可能性があります。 

地震、火事、水害などの災害対策として避難訓練を実施しているように事故発生時、園とし

てそれぞれの役割分担でどう対応するかを想像し、速やかに対応できるようにするためには、

様々な状況に応じた役割分担の訓練(シミュレーション)を行うことはとても大切です。 

様々な場面を想定した訓練を繰り返し行い、実際に事故が起きた場合に、慌てず焦らず各自

が冷静に役割につき、事故対応ができることを目指します。 

 

 

・役割分担はスムーズでしたか？ 

・改善点、修正点はありましたか？ 

・心肺蘇生法、ＡＥＤの使用など研修通りにできま

したか？ 
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事故発生後、保護者への報告、重大事故の場合は事故報告書の作

成が必須です！ 

報告を正確に伝えるためにも事故発生時に記録を取っておくこ

とが必要です。事故が発生した時間、場所、子どもの状態、対応し

た職員の状況を記録することを、シミュレーションの段階から練習

しておきましょう。 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

① 場面を想定します ② 発生時間、体制を設定します 

想定される事故の例 

・食事… 窒息、誤飲、誤嚥、アレルギー誤食              

・睡眠… 窒息、SIDS、けいれん                          

・プール…溺水、転倒 

・散歩… 骨折等の怪我、行方不明、交通事故          

・園内… 玩具等の誤飲 

扉やサッシの指挟み 

子ども同士の衝突   

遊具からの転落、園からの抜け出し 

 

想定される体制の例 

・朝夕の延長保育   

・異年齢保育         

・園長、施設長不在時  
・一時保育   
・平日 
・土曜日 
・日曜日 
        など 

 

 

（例１）自園のマニュアルに沿って行う。 

    参考：「事故防止と事故対応」P24 の救急対応マニュアル 

（例２）事故防止のフロー図に沿って行う。  

参考：「事故防止と事故対応」P18、P19 の事故対応フロー図           

（当日の動きの部分を参考にしてください） 

（例３）事故対応の進行シナリオを作成して行う。 

 

・一人一人が状況に応じた冷静な判断、速やかな対応や役割分担ができるようになる

事はとても重要です。 

・園全体で共通認識を持ち、園の危機管理を高め保育の質の向上につなげましょう。 

実践の一例として以下に「進行シナリオを作成して行う方法」の事例を 2 例挙げました。 

事故が起きた設定で、発生後 15 分程度の職員の動きを想定し、シナリオを作成して行うも

のです。15 分間という時間を設定することで、シミュレーションの実施時間は短時間で済み

ますし、進行シナリオを作ることで全体の動きを時系列で理解できます。 

作成する時は、 

・自園の職員体制、時間帯を考えて可能な設定をしてみましょう。         

・対象は、保育士だけでなく、園の職員全員です。園全体でどのように連携するかが 

大事なポイントです。 

・役割分担の中に全体を客観的に見る人を決めておきましょう。 

訓練中の職員の動きを確認することで終了後の課題を見つけることに 

繋がります。 
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想定される職員の役割の例 

・全体把握と指示  ・応急処置     ・子どもの観察 ・記録   

・救急車を呼ぶ   ・連絡（園内・保護者・関係機関）  ・応援 

・事故にあった子ども以外の子どもの保育 など 

③ 対応の役割分担を決めます 

事故発生時あなたの冷静な行動が

子どもの命を守ります 

巡回訪問つうしん９号 

令和３年３月号 

横浜市 
「事故防止と事故

対応」で検索🔍🔍 




